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【背景】

海外のガスコンバインドサイクル火力発電所向けに
受注したボイラ給水ポンプの社内性能運転試験を実施中、
ポンプ駆動側の軸振動の値が上昇。

同ポンプ機種は実績も多数あるポンプであり、
過去案件でも軸振動も低かった。
組立履歴や据え付け状態確認、フィールドバランスなどを
実施するも改善されず。
お客様御立合いまでの時間が刻々と迫る・・・

トリシマのマスコット

トリポン

【機器仕様】

ポンプタイプ：多段遠心ポンプ

納先：火力発電所向け
（GTCC：ガスタービンコンバインドサイクル）

ポンプ用途：ボイラ給水ポンプ

出力：4200kW

回転数：2980rpm

全揚程：2130m

液温：160℃

【火力発電所フロー】

ボイラ給水ポンプ
<火力発電所の心臓>

注：図は一般的な火力発電所のフローを示しており、GTCCではありません。



【現象】

・社内試験において駆動側の軸振動：大

・反駆動側の振動は高くない

・試験はポンプ液温が常温の状態から起動し
ポンプの動力を使って昇温させる

・冷水運転中は振動は低い

・軸受箱で測定した箱振動（速度）は高くない

・卓越周波数は回転数成分

高温の範囲

ケーシング熱伸びの起点
（ピンで固定）

回転体熱伸びの起点
（スラスト軸受け）
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ケーシングの熱伸び方向
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=回転体熱伸び ケーシング熱伸び
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【考察】

<昇温中の熱伸びの測定>

ポンプ液温 ① ②

27℃ 0 0

160℃ +111 +140

単位：1/100㎜
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【考察】

<モータ側の熱伸び>

対策 効果

アライメント再調整 変化なし

ランナウト確認 問題なし

フィールドバランス 変化なし

カプリング面間を広げる 振動低減

【対策と効果】

対策 DE-X DE-Y NDEX NDE-Y

対策前 60.9 56.9 13.3 9.6

対策後 21.7 17.1 14.6 9.8

【振動値の変化】 【振り返り】

過去に実績の十分ある機種であった。

①市場のトレンドとして要求される圧力が高くなる傾向

②箱振動 ⇒ 軸振動への変化



ご清聴ありがとうございました。


